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　三次元地下構造モデルの構築手法については，様々な研究がなされているが，本講演では，木村ほか

（2014）によって提案された構築手法を，プログラミング言語Pythonによって実装を行い作成した「三次元

グリッドモデル構築プログラム」（以下，本プログラム）について，利用方法や今後の課題について発表を行

う． 

　三次元グリッドモデルとは，ボクセルタイプの三次元地下構造モデルをさす．木村ほか（2014）によって

提案されたモデリング手法は，江藤ほか（2008）のボーリングデータ(ボーリング交換用ファイル；XML形

式)からN値及び土質の三次元グリッドモデルの構築手法をもとに開発された手法であり，地盤特性が大きく変

化する地層境界面を制約条件として設定された地層分布空間内において，空間補間を実施する手法である．従

来から多く用いられてきたサーフェスタイプとボクセルタイプの三次元地下構造モデルを組み合わせた構築手

法といえる．サーフェスタイプのモデルを用いることで，収集データに加えて専門的な知見から地質モデルを

構築することができ，さらにボクセルタイプのモデルの形式で出力することで，種々な解析に応用可能な地下

構造モデルを作成することができる． 

　本プログラムは，Python（ver.3）によって作成され，様々なハードウェアやOS上で動作可能である．ま

た，本プログラムの処理過程は，ボーリングデータから必要な情報を抽出する第一段階と抽出した情報と

サーフェスモデルを組み合わせて三次元地下構造モデルを出力する第二段階に分かれる（図 1）．入力データ

となるボーリングデータ群は，品質が確認され，各種地層境界の判読がされている必要がある．ま

た，サーフェスモデルについても各サーフェス間の上下判定などが正確なモデルを用意する必要がある． 

　最終的な出力となる地下構造モデルはボクセル形式で出力され，入力となるボーリングデータを用いた空間

補間によって作成される．基本的な空間補間手法はボーリングデータを用いた逆距離加重法によって実施さ

れ，参照データの象限分割数や，参照データの最大数，最小数など様々なパラメータが設定可能である．さら

に，逆距離加重法による補間結果モデルを用いて，充填性を重視したより制約条件の緩いモデルも出力するこ

とができる．加えて，作成したモデルの各格子点において空間補間時に参照したボーリングデータ数や，参照

データの平均距離など，補間結果の信頼度の指標となる情報も出力することができる．また，出力モデルを用

いて代表的な解析例の一つであるS波速度の推定結果も出力が可能である． 

　現状のプログラム全般に対する問題点として，入力データ（ボーリングデータ群及びサーフェスモデル）の

準備に労力を要する，GUIがなく操作が容易ではない，設定すべきパラメータの数が多く煩雑である，などが

あげられる．また，個々の機能については，読み込み可能なサーフェスモデルのファイル形式が少ないことな

どがあげられる．以上の問題点については，今後の課題としたい． 
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